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ノアより大事な自分（創世記6:9-12）
多くの人が、自分も気づかないうちに、過去に影響を受けて自分自身のことを正しく見ることができないでいることがあります。今現在、現れている様々なことは、実はそのような過去に引きずられて、そのことが映し出されている場合がほとんどです。ただ本人たちが気づいていないだけです。ねじ曲がっているセルフイメージをもって、否定的な自画像などを抱えて生きている人が多くいます。たとえその人が外見的に成功を収めたとしても、精神的にはいつまで経っても不便なのです。どこか精神的にぎこちない状態が解消できません。だから、本当の意味での幸せ、また、精神的な安定というものは見ることができません。と言いますのは、外見的な成功、達成したということは、あまり意味のないものになってしまうということでしょう。残念なのは、クリスチャンの私たちでさえ、自分自身を見るときに、そういったいろいろな材料によって見てしまうことです。ですから、世が与えることとは違う平安の所有者として、世の中の人には理解できない天の御座の祝福をもって幸せな者ですと勝利の道を歩むべきクリスチャンなのに、いつまで経ってもそこには足を踏み入れることもできないまま、精神的に安定しません。どこか精神的に不便なのです。これだとは言えないでしょうけれど、とにかくどこかおかしいのです。なぜかと言いますと、神様がキリストにあって新しく造られた自分をしっかり見ることができていないからです。自分は過去の傷、なにかによって出来上がったものではありません。キリストにあって、新しく造りかえられたものであり、また、キリストのために造りかえられた存在であるわけです。その神様が造られた自分のことを、聖書を通して正しく教えられ、それを心から信仰を持って認めるかどうかの問題です。それが実際にはできていないまま、なにかを求めて一生懸命、頑張っているわけです。それは解決にならないし、神様が望まれることでもありません。そういう意味で、聖書を通して、皆さん自分が考えている自分ではなくて、神様が新しく造られた自分のことをぜひ発見していただきたいと思います。
今日の聖書は、皆さんご存知のように、ノアの時代に、ノアとノアの家族以外、当時の全人類を大洪水によって滅ぼしてさばいてしまったというお話しです。そこにはいろいろなメッセージがありますが、今日は、そこでクリスチャンである皆さんが、自分のことを発見するために聖書を見ていきたいと思います。簡単に申し上げると、私たちの頭では、また、世の中の価値観などでは到底理解できないでしょうけれども、ノアひとりと当時の全人類を天秤にかけたときに、ノアの方が重いわけです。それほど神様にとってノアは特別な存在であり、とても貴重な存在でした。理解できるでしょうか。世の中の人はなかなか理解できないでしょうけれども、聖霊が宿っている皆さんは、神のメッセージが聞こえてくると思います。神様にとってノアは特別に大事な存在でした。先ほど申し上げましたように、当時すべての人類を大洪水によってさばかれて滅ぼしました。その理由について、聖書はこのように言及しています。彼らは、肉に過ぎないものになってしまった。これはどういう意味なのでしょうか。肉に過ぎないものになっているというのは、簡単に申し上げると、神様からの契約をまったく無視して、そこから離れてしまったということなのです。人は多くいます。偉い人も立派な人も才能ある人もいるのですが、そこに契約を握って、つまり、救いの唯一の道、キリストの契約を握っているものがひとりもいないのです。人数が多くても契約のない全人類より、キリストの契約を握っているノアひとりの方が重みがあるということなのです。これは人を軽視するという次元の話ではありません。その結果、彼らはネフィリムになってしまったと言われています。

ネフィリムは何でしょうか。簡単に、悪魔、サタンのことであり、暗やみの勢力が全世界を支配するような時代になってしまったということなのです。それで神様は、その時代、世界をご覧になって後悔をしていらっしゃったとあります。これはよく考えなければなりません。神様が、私が間違えたのだという意味での後悔ではありません。神様が造られて、罪を犯した人間に救いの契約を与えられたのに、全員、それを捨ててしまったわけです。ノアひとり以外は、全部それを捨ててしまいました。皆がサタンに従うネフィリムになってしまったわけです。その結果、罪にまみれて堕落の時代になってしまいました。神様がご覧になったときに、人間が罪を抱えているということはこれほどのものなのかという意味で神様は嘆いて後悔されたという表現を使っていらっしゃいます。それは契約を無視して、キリストの契約を捨ててしまった結果なのです。そのことのゆえに神様は、当時、植物、動物を含めて全人類をすべて片づけてリセットされることにしたわけです。それで洪水によって滅ぼしてしまいました。その中でノアのために箱舟を作って、その箱舟にノアが入ることによって、ノアに従って訳も分からないままノアの家族何人かが一緒に入りました。でも、その家族も家族なのでしょうけれども、その箱舟はノアのためのものなのです。ノアを守るために。もっと極端に申し上げますと、ノアを守るために箱舟を作っただけではなく、ノアを守るために全人類を滅ぼしたのです。当時、すべてがネフィリムになって、契約などは全く無視して悪魔に従うような状態でした。最後の砦、ノアひとりが残っているのですが、そこにも影響を与えるかもしれません。ノアを守らないといけないのです。神様にとってノアは特別な存在、非常に大事な存在です。だから、ノアのために箱舟を作ってノアを守られました。
その理由について、聖書はこのように語っています。ノアは、正しい人、義人だった、そして、当時、全きものだったとあります。だから、ノアは守られるに値するとついつい思うかもしれません。ノアは正しい義人だった、全きものだったというのは、どういう意味なのでしょうか。ノアは悪さを一切しないし、本当にまじめに生きている者だし、善良な市民だし、欠点などは見ることはできない存在だったので、神様が「よし。ノアは良かったのだね」と守られたのでしょうか。クリスチャンでもそのように見る人が多いです。これはそういう意味ではありません。ノアが嘘をついていたのか、欠点があったのかどうか、聖書には記されていないのでよく分かりませんが、私個人的にはいっぱいあったと思います。この後、ノアが酔っぱらってやることを見ると、ノアにも私たちのような人間的な弱さや欠点などがいっぱいあったと思います。それなのになぜノアだけが義人、正しい人と言われていたでしょうか。それはノアが人間的に偉いからではありません。全人類がキリストを拒否して、全人類が契約を捨ててしまったそのときに、ノアだけがそのキリストの契約を握って、「私たちが生きる道、助かる道、希望は、約束のキリストの他にはありません。キリストを待ちます」という契約を握っていた唯一の存在だからです。それを正しい人、義人と言います、そして、全き人というのは、その信仰に対してはなにがどう変わろうがまったく変わらないのです。人間は弱いものなので弱さのゆえに右にも左にも揺れることはあるかもしれません。でも、このキリストの約束を握って、キリストを見上げて待ち望む信仰に対してはまったく揺らぐことがない人間だったのです。それが全きものという意味なのです。そういう理由で神様は、私たちと同じ人間、同じ弱さを抱えているのにも関わらず、ノアひとりを大事に見ていらっしゃいました。これがノアのために箱舟を作られた理由であり、そして、当時、全人類を滅ぼすようになった理由でもあるわけです。

ノアはどのようにして正しい人と言われ、キリストの契約を握ることができたのでしょうか。ノアは、神様の恵みをいただいて、神様に恵まれたと言われています。それでさえ神の恵みによって。ノアが偉いからではありません。神は私たち人間を愛していらっしゃるから救いの約束を守らないといけません。キリストが来られる道、それが途絶えてはいけません。そういうことはありえません。そのようになりそうな状況だったので人類を全部片づけて、キリストの約束のある唯一の者、ノアを守られました。私たちの価値観では到底理解できないでしょうけれども、それほど神様にとっては、契約のない全人類より、契約、キリストを握っているノアひとりの方が大きいわけです。それがノアの価値です。それがクリスチャンの価値観です。神様は人をそのような目、基準で見ていらっしゃるということを忘れてはいけません。つまり、先ほど冒頭で申し上げましたように、ノアは植物、動物を始め、すべての人間、地球のすべてより大事な存在です。その表れが大洪水です。そして、箱舟というものです。このような聖書の見方も必要です。神様にとってどれほどノアは大切な存在だったのでしょうか。一言で申し上げますと、キリストのゆえに。つまり、ノアが神様にとって大事な特別な尊い存在だというのは、ノアが握っている契約のキリストが言葉にはならないほど尊い宝であるということでしょう。だから、ノアはキリストのゆえにそのような扱いを受けたわけです。だから、大洪水の事件を通して、神様が私たちに語っていらっしゃるのは、キリストOnlyなのだということです。キリストの価値がどれほどの価値なのか目覚めて欲しいということです。皆さんご存知のように、キリストだけが人類の唯一の希望であり、すべての問題の唯一の答えなのです。他にはありません。他に良いもの、立派なものはいっぱいあります。しかし、それは答えでもないし、希望でもありません。極端に申し上げますと、どうでもいいものなのです。それほどキリストは唯一の価値なのです。キリストでなければ人間は神様に会うことはできないし、キリストでなければ地獄の運命から解放されることはありえないし、キリストでなければ罪を赦されることはありません。キリストでなければ悪魔のしわざから解放されることなど、とんでもありません。それがない限りはバベル塔を建てても、成功を収めていても、どんなに自分の願いどおりにうまく行ったとしても、そこに幸せも何もありません。キリストがなければすべてがちりあくたです。そのキリストの価値のゆえに、言葉には言い表せない何ものとも比べることができないキリストの価値のゆえにそのキリストを握っていたノア、その約束を見上げていたノアは、全人類よりは大事な存在です。キリストは宇宙より大切な宝なのです。それが分からない限り、こういう事件などは理解できません。なぜ神様は人類を滅ぼしてまでノアを守られたのかということが理解できないでしょう。キリストOnlyです。キリストによってすべての問題を解決するようになります。だから、キリストは最高の価値なのです。そのメッセージが大洪水のメッセージです。
そして、本当にそうであれば、私たちはこのように迷わずに躊躇せずに告白することができるでしょう。皆さんは神様にとってノアよりもっと特別な大事な存在に間違いありません。なぜノアより皆さんが大事な存在でしょうか。ノアがなぜ神様にとって大事な存在だったでしょうか。来られるキリスト、唯一の最高の価値、そのキリストを見上げている唯一の存在だったからです。そうならば、ノアが待ち望んでいたキリストが地上に実際に来られました。これはビックニュースです。その証拠として、処女マリヤから生まれました。そして、予言通り、キリストがこの世に来られて、十字架にかけられて、私たちの罪の代わりに死に、死と悪魔のしわざを打ち壊して、死の力から復活なさいました。その後、天に昇られて天の右の座に座るようになりました。キリストがこの世に来られたわけです。そのキリストが十字架の上で宣言されました。すべてを完了したと。ノアが待ち望んでいたキリストが実際に来られて、すべてを完了したと宣言されました。その方がイエス様です。だから、イエス様はキリストです。イエス様がキリストです。今ここで礼拝をささげている皆さんは、ノアのようにキリストが来られることを待ち望む存在ではなく、実際に世に来られてすべてを成し遂げられて天に昇られ、万軍の主となっていらっしゃるイエス様を所有している者なのです。受け入れた人々、すなわちその名を信じた者には、神の子どもになる特権が与えられる。皆さんの外見や過去や今現在の状況、条件、いろいろなことを見ると、自分のことをああだ、こうだと言えるかもしれませんが、そのように自分を評価していてはいけません。皆さんは、神様の恵みによって、キリストであるすべてを成し遂げられたイエス様を、キリストを救い主として信じて受け入れたのではないでしょうか。ノアとは次元が違うのです。だから、待ち望むのではなく、完成されたイエス様が、万軍の主イエス様が、復活なさったイエス様が、皆さんの内側に入ってイエスを、キリストを所有しているものなのです。それをクリスチャンと言います。ノアと比べることができるのでしょうか。ノアのようにキリストを待ち望む人のために全人類を滅ぼしたのであれば、皆さんのためにはなにをどうやるのでしょうか。一人もなるほどと信じられるような顔をしていません。だから、問題です。神様が造られた自分を発見しなければなりません。今まで考えていた自分、それは自分ではありません。親がああだ、こうだと言っていた自分は、自分ではありません。実際、今現在、周りの人々が、皆さんの外見や事実を取り上げてこういう人間だ、ああいう人間だと評価していても、それも私たちに値するものではありません。耳をふさいで神の御声だけに耳を傾けてください。イエスを所有しているので、皆さんが考えている皆さんは十字架とともにもう死んで消えてなくなっていません。いまはキリストが皆さんの内側に生きていらっしゃるし、聖霊が宿る神の神殿と呼ばれる尊い存在です。不思議で、不思議でしょうがないけれども、いま様々な弱さを抱えて、肉の限界をもってこの険しい地上を歩いているのにもかかわらず、キリストとともに天のところに座らせてくださいました。御座にもうすでに行っていることになっているのです。それが皆さんです。それが信者です。だから、死ぬことも怖くありません。天国に行く秘密は神様の御手にありますので、私たちが気にすることではありません。私たちがそれほど大事な特別な存在であるがゆえに、地上にいる間、どんな条件、どんな現場であっても構いません。エペソ1：23に書いてあるように、万物すべてを満たすキリストが教会のかしらであると言われています。というのは、すべての万物の上に教会があって、その教会の上に頭としてキリストがいらっしゃいます。なぜなのでしょうか。万物を満たすためです。つまり、世界中にいのちのイエス・キリストの愛、福音を流すためです。なにを通してでしょうか。私たち教会、皆さんを通してです。なぜなら、皆さんの内側にノアが待ち望んでいたイエスが皆さんの内側に入っていらっしゃるからです。これをいのちと言います。これを知らない限り、律法や道徳や宗教からなかなか逃げられないでしょう。皆さんは、こういう存在です。だから、ノアと比べたときに、ノア＜自分です。ノアも計算できないほど神様にとって特別な貴重な存在です。そのノアよりはるかに皆さんは大事な存在です。ノアを通して世界中に復活のキリストの力が流れることなどは予定にありませんでした。ノアはキリストが来られることを準備していることで終わりです。でも、いまの皆さんは復活の万軍の主の力が皆さんを通して世界中に流れるような存在です。ぜひ、自分自身にだまされず、また、過去に引きずれず、周りからの評価などに惑わされず、神のみことばに立って、キリストを中心にして、神様が新しく造られた自分と向き合っていただきたいと願います。

　ですから、信者である皆さん自分自身は、契約ではなくて、新しい契約の主人公です。ノアが大事に思われていたのは契約のゆえでしょう。新しい契約の主人公です。エペソ1：13には、聖霊をもって証印が押されているとあります。2：10には、なぜそう言ったのかというと、これから私たちを通して、良いことをしてもらうためにとあります。その良いこととは何でしょうか。福音宣教です。その目的のために皆さんは造られて召されています。つまり、それが十分、可能な存在に造りかえられているということです。クリスチャン、自分自身が気づいていないだけです。これに気づかなければ、自分のことを認めて正しく見ることもできないので、結局、無駄な戦いに人生を費やすことしかありません。どれほどの約束、新しい契約なのか。ヨハネ14：12、イエス様がおっしゃいました。わたしが行うことをあなたがたは行うことができる。それ以上のことも行うようになると。イエス様と同じ仕事ができるというのが契約なのです。マルコ16：17、イエスの名によって悪霊を追い出し、新しい言葉を語り、蛇をもつかみ、毒を飲んでも害を受けることができず、病人に手を置けば病人がいやされる。イエス様が地上にいらっしゃった時になさっていたことです。イエス様とまったく同じことができる人生なのです。これが契約です。そのような存在に造り替えられました。だから、エルサレムから、ユダヤ、サマリヤ全土、地の果てにまでイエスの証人になる、これが新しい契約です。そういうわけで皆さんひとりひとりをマタイ5：14、世の光と言い、Ⅰペテロ2：9、王である祭司と言っています。光と王、祭司はキリストに付ける言葉です。それと同じ言葉、同じ称号が、皆さんひとりひとりにつけられているということを忘れないでください。だから、私は確信しています。皆さんがまだ気づいていなくて、神様が造られた自分、そして、聖書のみことば以外の他のなにかにまた気が散っているから問題であって、もうすでにとっくにノアより大事な存在として召されています。お互いそのように大事な存在だと分かって意識するときに生まれるものが愛です。良いことのために召されているので、その目的に沿って歩んでもらうためにどうすればいいかと考えることを愛と言います。願わくは、10年後、20年後ではなくて、10分後、今すぐ、あるいはせめて今日中に家に帰られたときに、メッセージを振り返るときに、「私は本当に大切な存在なのだね」と気づいていただきたいと思います。
　皆さん、毎日、なにがどうであれ無条件、イエス・キリストの絶対的価値を告白するところから始めましょう。それを告白するとどうなるのでしょうか。パウロの告白のように、他のすべてがちりあくたと宣言できるようになります。ちりあくたというのは、「どうでもいいです」なのですが、それはケセラ・セラではありません。なにひとつ縛られるものは存在しませんという意味です。価値を告白してください。そして、その絶対的価値、イエスを所有している自分がどれほど貴重な存在なのかを深く黙想して口を開いて宣言しましょう。悪魔が聞けるように。悪霊が聞けるように。皆さんはだめだとささやく悪霊がしっかり聞けるように。周りが私をどう思っているのかを気にするということはだまされることなのです。神様が自分のことをどう思っていらしゃるのかを気にしてカットするようにしましょう。皆さんがどれほど大切な存在なのかと言いますと、イエス様がおしゃっているように皆さんは最高に幸せな者であり、世の中になくてはいけない、絶対的に必要な存在です。皆さんがどれほど大事なのかというと、よその人のようになにを食べるか飲むかなどを心配するような存在ではありません。そういうことは私たちの心配の対象にはなりません。たとえ環境が厳しく、状況がものすごく厳しい状況であっても、それに全く捕らわれる必要のないほど貴重な存在です。それはあなたがたは知らなくてもよい。これほど尊い幸せな、また、絶対必要な存在なので、皆さんはお祈りをささげることだけで、皆さんが大事な存在だという証しを見るようになるでしょう。皆さんの現場から47都道府県に、そして、世界中237ヶ国、そこに福音が入るために多民族などを私たちは握るべきなのですが、そこに皆さんの祈りを通して、皆さんから流れるようになっています、祈るだけでです。そのような存在です。ただなぜ祈れないのでしょうか。自分がそのような大事な貴重な存在だということに気づいていないからです。だから、また暴れるでしょう。心配する必要も暴れる理由も言い訳などする理由も欲を出す理由もまったくありません。もうとっくに幸せな者です。天の御座の祝福を味わっている者です。ノアより大事な存在です。
　そして、最後に、このように神様が造られた新しい自分、幸いな貴重な自分を見ることができないように妨げるもの、特に過去の傷、また、周りの評価、視線、そして、肉の様々な条件などが、神様が造られた新しい自分、幸いな自分を見ることに邪魔になるのであれば、それを全部カットして取り除いて切り捨てるようにしましょう。それを祈りと言います。そこに上から与えられる本当の勝利の証しを見るようになるでしょう。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。地獄に行くしかなかった、神に敵対して滅びること以外に何もなかった私たちを憐れんでイエス・キリストを通して新しいいのちを与えられ、古いものは過ぎ去り、主が永遠にともにおられ、キリストの復活の力が私たちを通して流れ出る教会にしてくださったことを感謝いたします。ノアより大事な自分を発見できるように聖霊様がみことばを通してひとりひとりの心を動かしてください。そして、先に入っている間違っている刻印などをすべて取り除いて神のみことばによって自分のことを心から喜んで本当に尊い新しい人生を見つめることができるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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